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ボランティア活動推進センター

Jii■ちっと

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●（センターで利用できること〉　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●★ボランティアサロン（ミニ講座）の開催　　　●
●★ボランティア・地域活動に関する情報提供：

●★ボランティア関連図書ゼデオ等の貸し出し　●
●★ボランティア体験グッズの貸し出し

：★ボランティア相談
●★ボランティアグループ活動の支援
●★ボランティアのネットワークの支援

：★ボランティアの交流の場　　　など
●

●（利用時間〉
●

月曜日～金曜日10時～17時15分

（休日：土・日・祝日および年末年始）

●

●（所在地〉
●

●

●

●

豊中市中桜塚2－19－2

電話＆軌lX　6848－1000

●

●
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●

●

●

●

●
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今年7月9日にオープンしたボランティア活動

推進センターの愛称が、「ぶらっと」に決定しまし

た。102通の応募があり、「ぶらっと気軽に立ち寄

れる場所」、rプラットホームのように人や情報が

行き交う場所」にという意味が込められています。
「ぶらっと」では、「ボランティアはじめま専科」と

いったミニ講座やボランティア相談などを随時行

っており、オープン以来、9月末までに約1000

名の利用者がありました。また、市内のボランティ

アグループが交代で当番をしていますので、ボラ

ンティア活動中の方に活動に関する相談やアドバ

イスをしていただくことも

できます。

より多くの方に、ご利

用いただき、ボランティ

ア活動に参加していた

だけたらと思います。

ボランちゃんが日印！
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豊中市社協ボランティア団体連絡会ってなあに？
豊中市内には、高齢者や障青春、子どもなどを対象としたさまざまなボランティアグループがありま

す。平成4年、市社協の呼びかけでこれらのグループの情報交換や連携を図る目的で「豊中市社協

ボランティア団体連絡会」が結成されました。毎年、加盟団体が増えつづけ、現在では45のボランティ

アグループが所属しています。

豆三∴㍉∴－∴＝一

詳しい活動内容や活動先については、ボランティ

アセンターへお聞合せください。

－1幡児・者対象の動レーブ～

手話サークル「ゆうなぎ」

庄内手話サークルr虹J

手話サークルrあさなぎ」

手話サークルrトマト」　－‘LOV‖0∪一

蛍池手話サークル「ジャンケンボン」

手話サークルrさざなみ」

手話サークルr波」

豊中筆記通訳グループ「ダンボ」

豊中点訳会

点字サークルrつくしんぽ」

対面朗読サークル「ヴォイス」

豊能障害者登山実行委員会

障害児（者）ボランティアグループ「ゆう」

カトリック豊中おもちゃライブラリー

大阪声のグループ

特定非営利活動法人

車椅子社交ダンス普及会

友光会

連絡会では、豊中ボランティアフェスティ

バルの開催やグループ紹介冊子の作成等

を行っており、今年10周年の節目を迎えま

した。この年を妃念し、7月9日に商店街に

ボランティア活動推進センター「ぶらっと」が

オープン。多くの市民の方々がボランティア

活動に参加していただけるよう、各ボランテ

ィアグループが半日交代で当番をしてボラ

ンティア講座・ボランティア相談・情報提供

などを行っています。

＊印は市社協登録ボランティアグループです。

～在宅支援のトプ～

・rいきいき歌体操グループさわやか」（＊）

・rみちしるべJ（＊）

・「小さな手」（＊）

・r豊中アッシー」（＊）

・rステッキ」（＊）

・「そよかぜJ（＊）

・NALC豊中・池田・箕面

r聴くの会」（＊）

－その他一

市立豊中病院ボランティアグループ

北野病院ボランティアグループ

老人大学グループ

大阪北生協ボランティアグループ

千里カトリックニュータウンカトリック教会

「アクセス」（＊）・rズームイン」（＊）

SAとよなか

まどか

WILuNG

ゆめゆめクラブ

豊中教会婦人会
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◎ボランティアミニ講座　シリーズ第一弾

ボランティアをはじめま専科
ボランティア活動推進センター「ぶらっと」では、ボランティアをはじめたい人のためにボラン

ティア団体連絡会加盟団体の協力により、ボランティアミニ講座を開催しています。

★使用舶相和頗ボランティア★

9月6日（金）にボランティアグループ
rまどか」を講師に開催しました。rまど

か」では、使用済み切手やカードを集
め、より分けた後、海外で医療支援を

行っている団体へ送っています。当日

は、10名の参加者が使用済み切手を

より分け、送りやすいように周囲をきれ
いに切っていました。

★鮒tック報ったリサイクル作品づくり★

9月9日（月）にr大阪北生協ともしぴ

ボランティアグループ」を講師に開催しま

した。「大阪北生協ともしぴボランティア

グループ」では、一般に回収されていな

い酒パックを利用し、座椅子や枕などを

作っています。11名の参加者は説明を

聞いた後、酒パックをはさみで型どおり
に切り（これが結構大変なのです）、座

椅子をつくりました。

教繊鼻のための‘ボランティア棚糟研修会

今年から、総合的な学習の時間が
実施されています。ボランティア団体連

絡会に加盟しているボランティアグルー

プの皆さんにも小学校や中学校でボラ
ンティア体験学習の講師として活躍し

ていただいています。

6月には、市内の小・中学校の教職

鼻を対象に、どのようなボランティアグ
ループがあるのか、活動内容を紹介し
たり、ボランティア体験学習を行うにあ

たってのポイントについて、ミニ講座とボ

ランティアの方々の指導で実際にインス

タントシニア（高齢者擬似）や車
いす、アイマスク、手話、点字休験を

行いました。

体験された先生方
からは、r毎年、ボラ

ンティアの授業をする

ことになっているが、

そのためにもこのような

場でいろんな方のお話
が聴けるのがありがたい。」　先生も
「実際に体験して初めて　　アイマスク体験

わかることがあるんだなあ。

子どもたちにもこの感動を伝えたい。」とい

った感想が寄せられました。
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今回は、ボランティア活動を始めたばかりのお二人に、活動を始めたきっかけや

現在活動して感じることについて書いていただきました。

和気　－也　さん
今年1月にボランティアセンターに登録。

現在、「豊中アッシー」で活躍中。

ボランティアに、何らかの形で参加したいと

常に胸中にはありました。ただ、自分にできる、

自分にむいているボランティアは何かと愚案す

るだけでなかなかきっかけがなく、ずるずると今

日に至っていたのです。が、たまたま「広報　と

よなか」の「ボランティアをはじめませんか」をみ

て、おそるおそる鹿を出したところ、偶然「豊中

アッシー」が担当の時でした。車の運転以外何

もできず、また職務で車椅子の方のお世話をし

た事もあった私にぴったり。後日入門講座で吉

田先生が「出来る事を、出来る人が、出来る時

に」と言われましたが、まさしくそのものでした。

しかも二人ペアーの「ユウーあい号」は、いつも

先輩と一緒です。皆さん素晴らしい方ばかりで

教えられることが多く大変勉強にもなります。

私にとって今年はボランティア元年。肩を張

らず自分のためにできるだけ永く続けられれば

と慮っています。

米芸事　晶子さん
今年7月にボランティアセンターに登録。

現在、「そよかぜ」で活躍中。

私は、この春から福祉を学んでいる学生で

す。これまでは福祉の現場に関わったことがな

かたのですが、ボランティアをすることで、誰か

の役に立つと同時に私にとっての勉強の場にも

なるのではと思い、活動をはじめました。

最初はボランティアをするといっても何からは

じめればいいのか解らなかったのですが、豊中

市の広報に「ボランティア活動推進センターJ新

設の把手とボランティア体験プログラムの把手

があったので、それをきっかけとして活動に参加

するようになりました。

初心者であるという点と、学校とアルバイトが

あるので時間的な問題が不安でしたが、活動の

形や頻度は様々ですし、センターには相故に乗

ってくださる方もいらっしゃいますので、無理をせ

ず活動を続けていくことが出来そうです。

掴馨緬胴等組勃…堰髄榊嘲厳封匝韓網棚湖拗樹鵡嗣尊軸嗣馨顔瑚澗

ボランティア受入施設連絡会議を開催
7月1日、ボランティア受入施設連絡会譲を

開催しました。ボランティア体験プログラムで

ボランティアを受け入れる高齢者関連施設や

障害者関連施設、保育所、校区福祉委員会主

催のミニディサービスなど（49施設）のボラン

ティア受け入れ担当者が参加されました。会

誰では、ボランティアの受け入れ状況や課題

などについて話し合われました。今回初めて

ボランティアの受け入れをされる施設もあり、

熱心に情報交換されていました。

担当者からは、rボランティアを受け入れ

ることで利用者が明るくなったJr積極的に

関わってもらい職長にも刺激になった」とい

う意見がある一方で、「何がしたいのか目

的意誠をもってきてほしい」「欠席や急な日

時変更などはできるだけ早く連絡がほし
い」といったボランティア活動を行なう上で

の気をつけてほしいことについての意見も

出されました。
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ボランティアを始めたい人の

ラ＝ソティ二戸一世ミサ
市社協登録ボランティアグループの活動やボランティアセンターの活動内容を知ってい

ただくために随時ボランティアセミナーを開催しています。

「刃lさな事」編
介護をしている方や介護されている方々の声を聞きながら、

ビーズマットや寝巻きなど手づくりの介護用晶を作っています。

7月11日、ボランティアセミナーを開きました。予想以上の応募があって、10名の方が

参加されました。会員たちがアドバイスしながら、rにぎりっこ」（リハビリ用の介捷用品）を製

作。お互いの会話も生まれ、楽しみつつ仕上がりました。

いろいろな介護用晶についての説明も熱心に聴いて質問されたり、参加者の中には家

族を介護中の人もあって型紙を借りたりされました。早速、入会手続をされる方もあり、次

回には5名の入会があってうれしいことでした。

介雄の問題に多くの方が関心をもたれるようになったのだと患います、ささやかなことで

も集まれば人に役立つ大きな力になるかと意を強くいたしました。（小さな手　M．M．）

ー■▲▲　■　　◆■　●●　■　　　■　　■　　■　　　■■　◆1●　●－■■

謬宅項財嚢馨撃霧抄補野馳礪細事馨⑳覆審朝餉馨東灘蓼秒朝霧隠滅瑚鑑鶴弥瑚艦頭練絹降車嬢捗等籠馳償腰杵車咤藍

「そよかぜ」編
病気や障害などで家事に困っている世帯を対象に買い

物などのお手伝いや子育ての支援をおこなっています。

7月16日、r虐待ケースとボランティアの関わり方」をテーマに、大阪府池田子ども家庭

センターの虐待対応総括主査池田孝夫氏に講演していただきました。

子ども家庭センターでの相故件数は、平成12年1602件、平成13年2365件と年々増えて

います。虐待防止法ができて、学校の先生、保健所、福祉事務所など子どもに関わる職種の人

に対して、虐待の通報義務が生じたためと、近隣の人々の付き合いが昔に比べて薄くなり、本｛

に言うよりセンターへ通報する状況が増えたためもあるのではないかということです。

（D虐待者：実母－65％、実父－23％、合計実父母－88％

②被虐待者の年齢：3歳まで－20％、3歳から小学校入学まで－30％、小学生一37％

③虐待の種類：身体的虐待－46％、保護の怠慢（放置・放任・養育拒否など）－42％、

その他（心理的虐待、性的虐待）－12％
rそんなつもりではなかった…Jでも子どもにとって有害ならば、それは虐待。

虐待は、家族の抱えるさまざまな要因が重なっておこり、特別な親が引き起こすのではなくて、

だれにでもおこり得る問題なのです。少しでも早くに気づき、適切なサポートが必要である、とい

うお話しでした。

ずっと以前に子育てをしたことのある私にとって、しつけ・保護の名で感情的になり、自分の

子ども達を虐待した時もあったのではないかと考えさせられました。（そよかぜN．Ⅰ．）
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飛雪謝蕾ぜ夢
ボランティアセンターでは、援助を求めている人たちのお役に立てる

いろいろな講座や体験プログラムを開催しています。

今年は、6月7日～21日の金曜日に豊中市立福祉会館で、

ボランティア活動・社会福祉に興味がある方を対象に3回講座で実施しました。

11重l目　　　　　　　　　　　　；

吉田芳子さん（市社協地域ボランティア活動璽

推進委員長）を講師に「はじめませんかボラン盲

喜ティア」というテーマで、今日なぜこのようにボ

ぎランティアが求められるのか、その背景とボラ
…ンティアとは何かについて考えました。蔓　こノ丁イ′こ

■曇終回
実際にボランティアをされている、市社協

登録ボランティアの牧野正昭さん、豊島校区

ボランティア部会の河合安子さんを講師に
「私にとってのボランティア活動」というテー

マで体験談をお話ししていただきました。

2回目
市社協登録ボランティアグループ
「みちしるぺjrステッキ」の皆さんの協

力で車いす、アイマスク、高齢者擬似

体験をしていただきました。

参加者からは「疑似体験をして初め

て高齢者・障害者の方々の立場がわ

かったような気がします。今後、この

講座を受けた経験を活かし、自分で

できる範囲で役立てれば・・・」といった

感想が寄せられました。

夏休み、小学校1年生～4年生とその保護者を対象に、「親子で探検隊」というテーマで、

親子で一番削こ活動に取組み、楽しみながら新しい発見をすることを目的に開催しています。

今年は7月25日に開催。15組35名の親子の参加がありました。

親子でボランティアについて学んだ後、「車いす体験

隊」、r点字・アイマスク体験隊」、r手話体験隊」に分か

れて体験を行いました。車椅子探検隊はリフト付自動

車「ユウーあい号」で豊中駅へ行き、福祉の店「なかま」

を探検。点字・アイマスク体験隊は点字を打ったり、ア

イマスクをして岡町商店街を探検しました。手話休験隊

では、指文字や簡単なあいさつを覚えました。

体験後の報告会では、それぞれが体験したことを発

表し、親子で一緒に体験をしたことを通して、これから

も一鰍こボランティア活動について考えたいという感想

が寄せられました。
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ボランティアを養成し、社会福祉に理解と関心を深めていただくために、

平成10年から社会人のためのボランティアスクールとしてスタートしました。

今年で4回目。この間に述べ200人以上が卒業されました。

今年は、7月14日（日）に開催。はじめにボラン

ティア活動推進センターrぶらっと」で30名の参加

者が講義を受けました。大阪ボランティア協会の太

田昌司さんを講師にむかえ、rボランティアってな

あに」というテーマで講演いただきました。その後、

ボランティア体験プログラムの説明、さらに車椅

子、アイマスク、インスタントシニア（高齢者擬似）

体験などを行いました。

毎年7月～8月にかけて、大阪府ボランティア・市民活動センターと大阪府内の市町村

社会福祉協議会との共催で実施しています。活動先は大阪府内の福祉施設やボランティ

アグループなど全406プログラム。豊中市内では49施設が参加され、約160名が活動さ

れました。

r簡易適所授産所たんばぼ」

水江衣皇さん（学生）
どのような声掛けをするかなど悩んでしまって、本当

にどう接すればよいかわからない状態でした。けれど、

和紙を使って、うちわ作りをしているうちに、関わることの

楽しさを感じることができました。

r豊中市立青丘保育所j　安部亜衣子さん（半生）

最初は本当に不安でしかたありませんでした。でも子ど

もたちもすぐになついてくれてうれしかったです。子どもが

抱きついてきた時は少し暮かったりもしたけど、ぎゆ一つと

抱きしめてしまいました。
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★ヨ結成10周年★
市牡協登録ボランティアのレープ

「ステッキ」

6月19日の定例会に、「ステッキ」

の名付け親の野一色様、元メンバー
の数名と一緒に、ステッキ満10年をお

茶とお菓子でお祝いしました。
1992年（平成4年）6月に、高齢社

会を迎え高齢者の介護をする家族の
r杖＝ステッキ」になれたらとの思いを

込めて、発足したグループです。
この10年の間、創立以来リーダーと

してのまとめ役である土屋さんから、登

録をしたもののなかなか時間の都合が
つかず、全く活動できなかった方まで

含めメンバーの数は述べ77名になり
ます。ご自身の健康や転居、家族の
介護でやむなく退会されたり、大学を
卒業とともにステッキを巣立っていった

若者など、多くのメンバーが力を合わ
せてきました。翌平成5年には、当時

府下でも珍しい個別支援を始め、27
人のお世話をさせていただきました。
長い方で6年間お世話させていただ
き、その間の色々な話に花が咲きまし
た。

介護保険が始まった現在、活動の
内容も少しずつ変化し、インスタントシ
ニア（高齢者擬似）体験講座の回数も

多くなってきています。
土屋リーダーを中心にこれからの10

年をゆっくりでも確実な活動を続けて
いきたいと雇っています。

（ステッキ　K．S．）

缶　ミ麗痙攣警　　ノ彦∴j

★ボランティアミニ講座
・11月20日：歌体操

・11月22日：

車椅子・アイマスク体験
■11月28日：友愛電話訪問

★11月3日：ヒューマンカーニバル

平成15年

★1月：ボランティア新年の集い

★2月16日：

第10回ボランティアフェスティバル

★バザーにご協力ください★

ボランティア活動推進センター「ぶらっと」の運

営資金づくりのためバザーを11月3日開催予定

のrヒューマンカーニバル」で行います。ご家庭で

ご不要の日用品や贈答品がありましたら、「ぶら

つと」へご持参ください。　（10月末まで受付）

★使用済みプリペイドカード集めてます！！

「もういらないから…」と捨ててしまおうと思ってい

る使い終わったテレフォンカードや交通機関のカード

を、福祉のために役立ててみませんか。市社協では

使用済みプリペイドカードを集めています。

このカードは換金して市社協の事業費として活用

させていただきます。

対象となるのは

テレフォンカード、ラガールカードなど

【お問合せ】

豊中市社会福祉協議会　取．6841－9393

ボランティアに参加している人は様々です。会社生活を終えたいろいろの経験者、家庭で多くの悩み

を体験・解決してきた主婦、これからを期待される働き盛りのサラリーマン、今いろいろ勉強している

学生などがいます。種々の条件の人が集まっていますが、これらのボランティアに共通する根本精神

は「社会的な弱者をサポートし、皆が笑顔で生きていける地域を」です。最初にほんの少しの勇気と決

断力さえあれば・このハードルなど簡単に越えられるのに川。そんな初期段階を思い出しています。

（アクセス　M．Y．）


